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国土の基本地質図のこ

5万分の1地質図幅

れから

服部仁(地質部)

�瑯獨���剉

はじめに

｢○Oの△△の断層は私の土地のなかにあるが危なく

ないか……?｣｢伊豆半島南部の5万分の1地質図を見た

ので入手したいがその方法は……?｣というお尋ねを

受けたのは昭和53年春地質調査所の窓口の一つで

ある企画室に勤務していた時のことである.九州から

長距離電話をかけてこられたもので相手の声が中老の

婦人らしかったこともいまだに耳に残っていて忘れられ

ない.そのくらい当時の世相を反映する象徴的な出

来事の一つであったのである.国会議員の秘書の方や

新聞社の科学･社会部の記者の方からも似たような問い

合わせを何件も受けている.同じ頃犯行現場の砂や

土を警察当局から持ち込まれ｢どこの土地から来たもの

か……?｣などと難しい相談もあった.それまで地

質に関する相談や問い合わせはたくさん寄せられてきた

けれど新聞やテレビに流される地震予知情報を契機に

断層を詳しく記載している地質図幅への関心が高まり

入手希望や早期印刷発行を求める声が急激に増加して

いるのは事実である.

1.5万分の1地質図幅と学術論文

簡単に改訂できない

厚手の紙(約B2判四六判半裁)に10～15色を用いた多

色刷の現在の地質図幅は同時に発行される報告書(地

域地質研究報告)とともに原稿が完成すると地質図幅の

研究グルｰプ長のもとに提出されそこで1ヵ月間原稿

は公開され関係者等による自発的査読が行われ最新

学術情報に基づく建設的批判が寄せられる.その後グ

ルｰプ長による査読結果も加えて原稿は修正されたの

ち担当部長の承認を受け出版のための所長決裁を経て

編集･製図･印刷の過程に進む.原稿の提出から約7

ヵ月費やしてから発行に至っている.地質図の内容･

精度･確実度はもとより特に多色刷の地質図であるた

めその印刷までには執筆の研究者はもちろんのこと印

刷･発行までに携わる関係者は全過程で細部にわたり注

意を払わねばならない.多額の経費がかけられている

ばかりでなく地質図の内容が国の公的見解とみなされ

るからである.｢断層一本引くのに命懸け｣とはあながち

翻って地質調査所はこのような社会からの要望に

十分応えてきているのであろうか.昭和24年から5

万分の1地質図幅を作成する事業が開始されウラン

探査や地域開発の基盤調査として一時重点的に拡大

されたことはあったものの以降昭和48年度に地質調

査所内特別研究として体制が再建されるまでは研究

成果の社会への還元は細々としたものであった.近

年昭和54年度から地震予知のための特定観測地域

(全国8ヵ所)及び観測強化地域(関東及び東海の2ヵ所)(第

1図)において重点的に5万分の1地質図幅を作成す

ることになり地質調査所の研究者はもとより国立大

学･私立大学･特殊法人等の研究者の御協力をいただき

ながら目標達成に力を合わせてきている.

今後国土全域にわたって基本地質図5万分の1地

質図幅を早期作成するよう更に要望が強まるものとみ

られる.現状を十分踏まえながら将来に向けて幾つか

の問題点を整理してみたい.
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策1表地質図幅売り払いによる国庫納入金の推移(地質調査所年報から)'
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誇張ではない.研究者の個人的責任において見解を述

べる学術的論文と性格を異にしているのである.また

印刷発行ののち地質図を修正したくても修正できる見

通しかないので少しのミスも許されない.

これまで全面改訂は一度も行われていないしまだ改

訂計画を立てられる状況に至っていないのである.

地質図幅の場合と比べて学術論文は通常ライフサイ

クルは短い.印刷･公表の直後学術論文における主

張を取り消すような“君子豹変"とも言える180度転換し

た新説の発表も可能であり例が全くないわけではな

い.仮説の提唱等による学問への貢献･新しい研究結

果の発露とみれば当然のことかも知れない.

あまねく均等に記載する

地質図幅は四角に区切られた地域全体(おおよその面

積は416km2で横浜市全域あるいは東京都23区の70%の広さに

相当する)の地質の状況について均等に表現し情報を

提供しなくてはならない.学術論文では興味深い所だ

け集中的に研究できるという条件と大変違っている.

何人かの専門別の研究担当者がチｰムを組んでまとめる

にしても学問的レベルを高めつつ一枚の地質図幅全域

及び周辺地域を調査研究するのは過酷な仕事といえよう.

利用者の層と普及を意図する内容

国立試験研究機関の研究成果は多様な形で社会へ還元

され利用されている.機関誌を発行したり特許を

取得するのも一つの形態である.地質調査所の最大の

武器は地質図幅を売り払?ていることである.この売

り払いによる国庫納入金は年間1,200万円(第1表)を越

えており国有特許実施による国庫収入と同じである.

地質図幅を購入する方は法人もあれば一市民や専門

の地質研究者もおられる.利用者は幅広い層に及んで

いる.不特定多数の方々が通信販売等の煩わしい手続

きを経て入手されているのである.これは学術論文が

自動的に配られ専門の研究サｰクルとい.う狭い分野に留

まりしかも興味を持つ人だけに読まれているのと質

的に差があるわけである.

幅広い層の利用者を意識するかしないかは地質図幅

や報告書の原稿を執筆作成する場合の研究者の姿勢に保

ってくる.用語･記号文章を分りやすいものにする

ことは地質図幅ばかりでなく一般の学術論文につい

てもしばしば指摘されていることである.

地質学は欧米諸国で生まれた学問であり明治以来日

本へ導入されたためその後の発展段階で用語｡定

義･解釈尊我が国への適用について幾つかの見解･学派

が生まれている.現在でもある事象や岩石名･鉱物

名等についても完全な定説が得られておらずいまだに

収拾されていないものもみられる.

部分的ではあるが地質図に用いる記号について国

の規準としてJISが制定されている.地質調査所で

も標準的汎用的なものを作成し国の統一的見解とい

う色彩を濃くしている.また近年ユネスコ等を通じ

て記号･分類について国際的な統一の機運が高まって

いる.

2.5万分の1地質図幅とデｰタバンク

国土の地質に関するカルテ

国土の地質を具体的に詳細に表わしこれを多方面に

利用されるような基本的な地質図にするにはどんな地質

図が適しているのであろうか.日本の国土は温暖な気

候のために緑に包まれている.このことは地質を調査

する場合乾燥地帯のように露岩が十分でないため草

木やこれを育む土壌にさえぎられ地質を観察すること

が難しい.むしろ表層地質図あるいは土壌図の方が作

りやすいとも言えよう.ともかく地下の地質に関して�
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は靴の底から足の裏をかくにも似て簡単に核心に触れ

るデｰタがとりにくい.大抵は谷川沿いの地質調査に

よりルｰトマップを作るのが重要な手順となる.した

がって谷川沿い以外の部分はデｰタの空白地域として

残る傾向がある.線に沿った地質のデｰタあるいは点

在する露頭のデｰタすなわち限られた少ないデｰタを

組み立てることにより地質図及び地質断面図を作成す

るわけである.このためには統計的手法を潜在的意

識として持ちながら幾つもの仮定を設けて地質図を完

成させる.リモｰトセンシングによるデｰタや航空写

真を活用して地質を解読しデｰタの空白部分の考察

を進め補強するのは言うまでもないことである.

以上のような国土の自然条件のもとでは通常の踏査

を主体とする現地地質調査によって1万分の1あるい

は5千分の1の精度の詳細な地質図を作成しようとして

も調査ルｰト以外についてはデｰタはとれないため

空白部分が広く残ってしまう.また.たとえ推論に

よってその空白部分の地質図を作成しても十分の精度を

保つことは難しい.2万5千分の1の縮尺の場合でも

広い地域の中の空白部分を埋めるのには細かすぎてしま

いまとめるのは容易ではない.我が国の国土の基本

地質図として5万分の1の縮尺が最も適しているとい

うのはこうした理由にも左右されているからである.

国土の状況が似ている温暖気候のヨｰロッパで同じ程度

の縮尺の地質図幅が作成されていることからもここに

述べた事盾は納得されよう.

ゼロ

膨大な0次情報

ゼロ

0次店報という言葉や内容について定義はないかも知

れない.個人的に勝手に使っているきらいがあるので

少し説明してみよう.図書館や資料館関係者の問では

1次資料及び2次資料はごく耳なれた言葉であろう.

1次資料が原著論文研究報文単行本あるいは特許公

報等の原典と呼ばれるものに相当するのに対して2次

資料は抄録目録要覧カタログ等の内容について索

引可能なように加工されたものあるいは所在1青報とも

呼ばれるものである.ここで用いられる資料を情報と

いう言葉に読み換え研究に関連する情報について分類

を試みよう.第2表は研究1青報一般について0次情報

1次情報2次情報検索語の四つに区分し縦軸方向

に研究情報が誕生し種々の形態をへて利用者へたど

りつくまでの整理･加工･流通の各段階における状況

を大づかみに示したものである.

5万分の1地質図幅が印刷発行されて世の中に出るま

での過程を第2表により説明してみると次のようにな

ろう.地質調査所内において研究担当者あるいは関

係者の問で創造され保持され発展される知見･ノｰト･

記録｡成果等が0次情報及び未整理の枠内に囲まれた部

なまなま

分でいわゆる生の資料生情報といわれるものに相当す

る.地質図幅が完成するのと相前後して研究成果の一

部は学協会等における口頭発表や原著論文となり世の中

へ出される.すなわち無形の未整理に近い生膚報が

整理･加工された有形の1次1青報となって質的次元を高

められて流布してゆく.公表された地質図幅や論文

あるいは口頭発表の演旨等について抄録目次目録

等が半年か1ヵ年のタイムラグを経て作成され2次1青

報としての利用価値を築いてゆく.更に利用度を高め

るものとして1次･2次席報を結びまた電算機等によ

る検索を容易にするものが検索語索引語あるいはキ

ｰワｰドである.

0次盾報から検索語までの一連の研究盾報が半年位の

短時間に整理｡加工されて流通の波に乗ることができれ

ば｢○○○図幅の△△△について□□口という研究担

当者がABCDEF……等の新知見を得ている｣のよ

うな研究成果が関係の研究者仲間のみでなく世の中一

般に流布するようになるわけである.

0次情報と1次情報の間にあるもの

現地で地質調査を行う場合デｰタをルｰトマップや

地形図上に記入するが通常その縮尺は5千分の1あ

るいは1万分の1であり2万5千分の1のこともあ

る.5万分の1地質図幅にまとめる時には相当の簡

略化や区分けすなわち原情報の整理･加工が行われる.

このことはルｰトマップ｡野帖｡写真などに記録され

た生の観察･測定デｰタ(O次情報)は大抵そのまま記述

されないことを意味している.例えば一つの地層が

識別される時区分けの範囲･線引きの方針が変われば

当然地質図の内容もがらりと変わってしまう.

印刷された地質図幅は現状では直ちに修正されるこ

とはないが今後訂正する必要が生じたり論議の的に

なったりあるいは詳しい情報を必要とするような場合

原点に戻って生の観察･測定デｰタと照合することによ

りいち早く問題の所在や核心を明らかにすることがで

き問題解決のために対応することができよう.

1次情報や2次店報を加工処理して築かれる通常のデ

ｰタバンクの性格とは質的に大きな差があるのは言うま

でもないことである.情報の分類から見ればこれは主

情報(0次情報)と印刷公表されている情報(1次情報)の

問を結ぐ血の通った暖かみのある情報である.これ�



山41一

策2表研究情報等の整理･加工･流通について

区分�0次1青報�1次情報2次情報�検索語�備考�

研究情報��広報企画���

未�計画策定�企画���

計測デｰタ�研究員�デｰタバンク〇一･一･口■一��ClOSed�

整�内部検討資料�会議��file,�

AV資料��テｰプ､フィルム(マイクロ7イルム､ネガ､ポジ)��open�

理�アンケｰト調査�シンク･タンク等��file�

委託研究資料�国立国会図書館����

学位論文�����

速報�編集塑埠も����

��特許公報等��情�

整�乗定甥/出版物�研究報文抄録､目録轟(選択)カタロ1.弟��報�

理����処�

����理�

加�無形�有形電算機処理難��専�

工�形態��易�門�

加工によるイ湖�低�合同��家�

側直�����

印刷物��図書館､書店���

AV資料��餐�一�愛への広報�

スライド{一〇アｰブ���タイトル��

���キャッチフレｰズ�流�

流����通�

伝播時間�短�半年～1カ年�1カ年～2カ年�長�神

通�評�(タイムラグ)��介�

広域的検索��難�易�機�

����関�

情報の価値�古同��低��

価�����

需要者の層��限定�一般化��

(導苅橡者)�����

を新たな観点から索引語をつけて使いやすいファイルに

しておけば貴重な生1青報が眠ったまま放置されないで

一種のデｰタ･バンクとして活用され不特定多数のユ

ｰザｰに利用しやすくなる.しかし問題はそれほど

単純ではないだろう.将来に備えてO次席報(多量の無

形情報)を整理し分類｡保存する(有形化)ことは重要で

あると分かっていても気象観測のように定型白勺な観測

デｰタと比べると野外地質調査の情報は多種多様の内

容を含み定型化できる要素が少ない.画像膚報が圧倒

的に多いのも一つの特徴であろう.研究者個人が創造

したり鑑定したり編集したりした0次情報をべ一ス

としてこうしたファイル化･有形化を実際に行うこと

は技術的にも研究担当者の心理面でもかなり慎重な検討

と関係者の理解を待たなければならないし更に経費と

時間を要するものである.現在の研究体制や情報に関

する人々の価値観一すなわち無形の情報も有形の情報

も無償一では実現までの道程は長く多難であろう.

3.採取試料とデｰタバンク

地質図幅ではあまねく採取する

博物館とか記念館などで展示される標本等は大抵特別

の意味を持っている.通常の試料と比べて何か違って

いる.例えばまれきれい変っている珍しい

大きい極めて小さい見てくれが良い非常に古い

･･等の要素を持ったものである.宝石金･銀･銅

の鉱石美事な化石等象徴的な逸品が科学博物館等を飾

っているのは良く知られている.対象が博物館の場合

CuriOSityあるいはrarityを特徴としているのに対して

5万分の1地質図幅では凡例に区分･記載してある岩

石鉱物化石等はすべて採取され研究用試料として

供されるとともに登録･保存される.つまり何の変

哲もないごく普通に見えるもの｡ommon,fami1iarを

特徴とするの･が地質図幅の場合の研究用試料である.

CuriOSityによる採集試料は特殊な学問的興味を引くも�
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のであるけれどCOmmOnな採取試料はあまねく均

等に記載するという5万分の1地質図幅の基本方針に基

づいて収集されており逆説的ではあるがCuriOSityの

試料の特殊1生を浮きぼりにしその意味を裏付けるのに

役立っている.両方は異なる観点から採取されるが

互いに補完し合って地質･地下資源に関する全体像を

把握するその基礎を支えることになろう.

採取試料の持っ0次情報

野外調査の際得られた0次情報は膨大なもので整

理･加工されてごく一部が印刷されて1次情報として世

の中へ出るわけであるがあまねく収集される採取試料

はどうであろうか.一枚の5万分の1地質図幅を完成

させるため大抵500個から1,000個近い試料が採取さ

れる.1個採取するのに平均20-30分間かかっている

から合計で500時間仕ハンマｰを振って露頭をたたき

岩石を砕くという肉体労働をしているわけである.こ

の江とほこりまみれの努力の結晶が採取試料でこの内

凡例に載る地層･岩石の区分を裏づける代表的｡標準的

な試料は50～100個位であろう.また報告書に記載さ

れる採取試料の数は100個を超えることはあまりない

他の大部分の採取試料は日の目を見ないように思われる

かも知れない.

地質調査所ではこの種の採取試料を有効利用するため

標本管理システムGEMSを開発し岩石については昭

和50年から供用してきている.1個!個の採取試料に

ついて標本名(岩石名)岩体･地層名採取者名原番

号産地(都道府県郡市町村名)5万分の1の地形図

名緯度･経度試料の形状測定･分析(化学分析値

年代測定X線回折'電子顕微鏡熱分析光学的性質モｰ

ド磁性比重等)地質時代をデｰタシｰトに記入すると

登録番号が付けられる.所定のコｰド化によって上記

の情報は電算機処理によって検索可能になっている.

これで分かるように多数の採取試料は薄片を作成し

て偏光顕微鏡下で詳しく観察されたり実験室で幾つか

の計測や鑑定が行われたくさんの研究盾報が蓄積され

る.

すなわち主として野外地質調査によって得られる多

数の0次情報に加えて採取試料についても膨大な0次

情報が付加されるわけである.つまり素性のはっき

りした採取試料に更に貴重な学術膚報が追加され付加

価値が高められたことを意味している.

学術的国有財産の宝庫

5万分の1地質図幅を作成するためには以上述べて

きたように現地の地質に関する膨大な0次店報と採取

試料についての研究室･実験室における検討結果に基づ

く物性値等計測デｰタの0次情報が蓄積されている.

1次店報として世の中へ出てゆくのは一部にすぎない.

今後次々と開発される新手法によりあるいは別の観

点からの斬新な仮説等によって再検討されてゆくに違い

ない.こうして同一の採取試料について研究実績が増

加し証拠づけや反論が展開され学術的付加価値が一

層高められてゆく.O次情報や採取試料を後世に残し

次世代の研究材料に役立てるという評価ばかりではな

い.｢どこにどんなものがどのくらいそれは何

に役立つか……｣｢○○○の性質を持つ深さ△△mま

での岩盤はどこにどのくらい広がっているか｣ある

いは｢SiO.60-65%K.04%以上の火成岩はその

岩石名はどこにどの位文献は……｣のような質問

に将来答えることのできるようなデｰタバンクすなわ

ち国土の地質に関する実態把握のための生資料及び実

際の採取試料プラス計測デｰタは学術的国有財産といっ

ても過言ではないだろう.5万分の1地質図幅はこ

うした目立たない地味でCOmmOnな仕事と豊富なデｰ

タに大きく支えられているのである.

4.5万分の1地質図幅のこれから

特に地下地質の内容を充実する

野外における地層･岩石等の露頭の状況は変わらなく

ても日進月歩の学問レベルを反映しまたレベルアッ

プに貢献するためにも露頭を観察するときの研究者の姿

勢というか力点の置き方は変わってくる.これまで

気付かれていなかった地質現象を見いだしたり確認し

たり例えば地層の上下判定を行うため粒度変化を細

かく観察したり……で時間をかけて重点的に検討され

る.すなわち学問の進歩に伴って観察内容が増加し

結果として地質図幅にその充実した内容が盛りこまれ

るのである.そこで問題になるのが通常地質図類に

使用されている記号や用語では不十分ということになり

新しくこれらを定めなくてはならなくなるわけであ

る.

地表の露頭観察によって地質図幅を作成するには前

に述べたように踏査ルｰトが限られるので飛躍的な内

容の改善は望めない.そこで別の方法を導入すること

が考えられる.既に活断層の調査において行われてい

るようにトレンチを切って新しく露頭を作り出すわけ

である.欺い地盤ならばハンドオｰガｰをやってみ

るのも一つの方法である.もっと重要な地点ではボ�
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一リングによって直接地下の地層･岩石を確認する.ま

た重力･磁気･電気的デｰタや反射法によって成層状況

を調べるなど物理探査法によって地下の地層や岩石等

の物性値を求めまた地球化学的探査のデｰタも付加し

地質の状況を把握するわけである.

これらの手法を駆使するには地表踏査を主体として

調査研究を行っている今の進め方と違う取り組み方が必

要となる.経費の問題ばかりでなく地質専門家以外

の方々との共同作業生資料及び生試料の処理･活用方

法地質図上の表現方法にまつわる諸問題最終成果と

しての1次情報(地質図幅と報告書)の社会での有効利用…

等々の波及効果も含めた事前評価をつめておかなくては

ならない.

このようにこれからの地質図幅は地下地質について

確度の高い記載を目指して100m500m必要な場所

によっては2kmのような深所までは責任を持って

国の統一的見解を示してゆくことになろう､

0次情報及び1次情報の収集

地質調査所が独自に調査研究を実施して創造される新

知見･新手法･新仮説等の成果や基礎的デｰタは飛躍的

に増加している.これらのほかには諸機関で行われ

ている類似のデｰタが既存･新規を含めて予測もつかな

い価彰脹してきている.10年以前20年以前と事情が

大きく変わっているのである.すなわち地方の大学

における地質学関連の教室･講座の充実と学生数の増加

が]大要因である.この大学関係者で生み出される研

究成果は極めて多くまた豊富な内容を持っている.

この種の研究成果については学協会等における研究交

流を通じてまた流動研究･研究者の招へい等により入

手可能である.

しかし実際にはこれよりはるかに多量のデｰタが内

部資料としてとどまり流通しておらず地質調査所の手

の届かない所にある.すなわち地下資源関連の特殊

法人一般法人及び国土開発のための土木事業関連で

のコンサルタントが調査し保有するO次1青報あるいは1

次情報更に標本試料がそれである.これらの大部分

はトンネルボｰリング各種の物性値測定で裏付けさ

れている非常に質の高いものである.学術論文のよう

に華麗な論理の展開や仮説の提唱と異なり極めて地味

であるがその調査資料･デｰタ解析結果に基づいて提

案される次の段階における工事等によってその内容が

直ちに追試されるのである.したがってこの種の調

査結果はその良し悪しがまたたく間に判定されてしま

う.

近年石油資源開菊㈱･帝国石油㈱の御協力により

秋田･山形油田地帯の5万分の1地質図幅が印刷発行さ

れているがこれは貴重なデｰタを快く提供していただ

いた結果地質断面図が推定でなくボｰリングとその

デｰタ解析によって3,000m近くまで詳細に記載できて

いる好例である.多額の経費をかけ会社の命運をか

けて創造され厳密な検討を経たこの種のデｰタは今

後どういう形で世の中に現われることになるのであろう

か.

捨てられない採取試料

最近山奥の道路までことごとく舗装されてきてい

る.人がやっと通れた山道が自動車道に変わったリ

道に人が通らなくなって薮や笹が茂ったため通れなくな

ったりで地質調査する側にも国土の自然環境に大きな

変化を感じないわけにはゆかない.この頃困っている

ことは舗装道路を作るため小道が広げられこれに伴っ

て崖が大きく削り取られ新鮮な露頭が現われるのであ

るがたちまちコンクリｰト吹付けが行われることであ

る.一般に道路沿いの露頭はコンクリｰト吹付けや鯛

かけ芝の植付け等により観察できなくなっており試

料も当然採取できなくなっている.

国立公園･国有林･官有林等ばかりでなく一般家庭

や工場の裏手の崖を観察しようと思っても近寄ることさ

えできない事例もよく起きている.このように日本に

おける生活環境や人生観･価値観等に大きな変化が起こ

っているためこれまでごく普通にできたこと許され

たことが可能でなくなってきている.したがって以

前収集できたCOmmOnな試料もCuriOuSな試料も今

後採取できなくなるケｰスがたくさん出てくる.現在

収蔵されているCommOnを主体とする採取試料はこ

の意味で]層貴重になり研究済みといって整理のため

にポイと捨てたりすることはできなくなるわけである.

暫定地質図の発行

一枚の5万分の1地質図幅の占める面積は実に広い.

横浜市全域か東京都23区の70%に相当する地域をくま

なく踏査し詳細なデｰタをとるわけであるから幾人

かの研究者がそれぞれ専門分担しても最終のとりまと

めにはかなりの年月を要しているのが実情である.主

たる分野では先導的な研究成果を挙げてゆきながらす

なわち学問レベルをリｰドしつつ他の付随する分野の

内容についてはキャッチアップしてゆくという側面も当

然あるわけである.

しかし研究者が一図幅地域に自らを長期間縛りつけ

ておくと長足の進歩を遂げつつある現代から取り残さ

れてせっかく心血を注いできながら地質図幅原稿のと�
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りまとめをためらっている内に印刷発行のタイミング

を失ってしまう例が皆無ではない.長期的にみても短

期的観点から熟慮してみてもじっくり時間をかけて解

決する見通しを立てることあるいは解決しなくてはな

らないケｰスも当然ある.このように時間のかかる場

合でもある時期に区切りをつけその時点では研究

者にとって途中の作業過程であり内容が不十分で意が尽

くせていなくても取り敢えず仮の措置として概要をま

とめ暫定地質図の形で世の中へ出すことを検討してみ

る必要があろう.暫定地質図の発行は研究成果を一

日も早く社会へ還元するという立場からみると当然す

ぎる措置と言えるかもしれない.暫定地質図はあくま

でも過渡的便法に過ぎないので印刷公表後に届くであ

ろう各種の反響をしっかり受けとめ修正を加えたり次

の本印刷に備えることができるという利点もある.こ

の2段階印刷法は一種の改訂作業が含まれることを意味

しておりまた暫定地質図によって広い国土の地質の状

況をまず同じ基準で早急に把握するということにもつな

がっている.

この暫定地質図はどのような印刷様式がいいだろう

か.地形図の基図を薄墨で画き赤系統一色を加えて

地質区分を記入する程度の簡単な2色刷りにしこれに

凡例及び短い説明をつけるぐらいで内容は尽くせるので

はなかろうか.

山での酷使に耐える印刷

地質図は机上で使われる限り折り曲げることも少な

いし保存に気をつけておれば長年月の問変わらない状

態で頻繁に利用できる.しかし地質調査のため現地へ

携行しようとするとどうしても何回も折り込むことに

なろう.現在発行の5万分の1地質図幅は厚手の紙質

のものに印刷されているが一度折り曲げると間もなく

その折れ目から破れてくる.汗や雨水溝のしぶきに

濡れるとたちまちぼろぼろになってしまう.強い陽光

のもとで長時間さらすとせっかくの美しい多色刷の地

質図が色あせたものになってくる.つまり現在の5万

分の1地質図幅は持ち歩きに向いてはいないのである.

地質調査所では地質図類の製図･印刷を担当する人

達が日光に長期問さらした場合の色の変化を調べ低

経費で長持ちのする地質図類の印刷方式を検討しておら

れる.この面での改善は進んでいる.紙質の面では

どうであろうか.従来方式に加えて全く別の用紙す

なわち｢折り曲げても強い水に濡れても破れない……｣

はないものだろうか.実は既に私達の身の回りにあ

ふれている包装紙に使われているのである.これまで

の紙袋を圧倒するかのごとく広まってきているポリプロ

ピレンの合成紙これを5万分の1地質図幅の印刷用紙

に新たに採用することを考えてみたいのである.

販売等の流通網の整備

法令や規程･規則等の事に触れるととかく堅苦しく

なって生理的嫌悪感を持たれてしまいがちなので少々気

が引けるのであるがひと言述べないわけにはいかな

い.冒頭に述べたように地質調査所発行の地質図幅を

入手しようと思ってもその方法を知っている人は非常

に少ないであろう.'この原因を言い訳がましく説明す

るためにどうしても堅苦しい話が必要なのである.

地質調査所は国立試験研究機関としては創立100周年

を迎えしにせの中でも筆頭格である.古くから地質

図類を作成してきており地質調査所以外が発行･発売

所となって価格まで明記して売り出されていた時期もあ

る.注)現在は『試験研究所が売り払うことのできる

物品の指定』通商産業省告示第三百二十二号(昭和42年6

月30日)に基づいて地質調査所はその対象として｢地質

図幅｣の指定を受け研究成果の]部として社会への還

元に努めている.この場合販売価格の決定も工業技

術院設置法施行令第十四条二に基づいて行われている.

その理由は売り払いの原則が国の機関として原価主義

に貫かれているためである.製図及び印刷のために要

した直接経費が一枚の地質図幅の販売価格に算入される

のみで研究担当者･編集者･印刷校訂者等の人件費や

研究に要した膨大な経費などの間接的経費は一切含まれ

ないことになっている.もしこれらの諸経費が実際

に算入されだとすると一枚の地質図幅の販売価格は

10倍にはね上がるのではないかと言われている.

原価主義の原則のため販売価格よりも高くすること

も安くして売ることもできないようになっている.こ

のため20年以上も前に発行されたものが今でも当

時の販売価格例えば460円位で売られているわけであ

る.価格が変えられないほか取扱う法人組織すな

わち払い下げを受ける側は今のところ一つだけでここ

が直接通信販売するほか.全国の主な書店に卸している

現状に幾つかの問題が内在している.その一例は払い

下げを受ける場合代金前払いでないと地質図幅を入手

できないという制度である.一度地質調査所から払い

注)7万5千分の1の地質図幅r筑波｣は昭和2年3月30日発行著作権所有商工省発売所

｢東京｣は昭和10年4月20日発行著作権所有商工省発行所東京地学協会定価金1円20銭

丸善株式会社定価金58銭

郵税金金6銭と印刷されている.�
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下げを受けると返品できないので売れない場合はその

まま在庫として眠らせておくことになる.現行の流通

網が十分機能しない理由の一つはこの買い取り制度で

あると取り沙汰されるわけである.

最近起きている実例を挙げてみるまでもないが公開

されている地質標本館へ見学に来た人が地質図幅等を

見て購入したいと申出ても入手できないでいるのが実盾

である.実物は地質調査所の資料室に保管されていて

もどう仕様もないのである.取扱店とのやりとりの後

通信販売によって求めるより仕方がない.一度は入手

を望んだ人も手続きの煩雑さと時間のかかるのに懲り

てレまい遂には購入をあきらめてしまう.この辺り

が研究成果を社会へ還元するという大義名分がありなが

ら堅苦しい事1胃によって流通過程に大きなボトルネッ

クができているのは否定できない.

地質調査所側としては打開する道を求めて関係諸機関

と打合せ色々なケｰスを模索している.しかし流

通に携わる取扱店側の方の努力もメリットの少ない商

売ということで今一つ十分でないことも事実であろ

う.入手希望者が確実におられその数が増加してき

ている現状に目をつぶらないで関係者互いに有効な手

を打たなくてはならない.

実は地質図幅の払い下げによる国庫納入金は形を変

えその見返りとして行財政当局から暖かいまなざしを

持って貴重な研究費･旅費等の予算措置が講じられてい

る.正直のところ地質調査所としては一人でも多

くの方にこうした事1青に関心を持ち理解していただい

た上一枚でも多くの地質図幅を入手･利用してくださ

ることを望んでいる.このことが流通網の飛躍的整備

につながることは言うまでもないことである.

5.親しまれる更に良い地質図幅を作るために

5万分の1地質図幅は何に役立つのか

はっきり言ってしまうと無限の用途があるのであ

る.ここに幾つかの例を挙げてみよう.･一個人の所

有する土地の評価すなわち資産に係わるというミクロ

の単位から会社組織地方自治体国家機関環太平

洋における日本列島……等のマクロの単位までざっと眺

めてみよう.

地表及び地下地質の記載に基づいて土地の利用の仕

方が変わってくる､伊豆半島温泉地帯のある別荘の中

に断層が通っているとしてもしこれが地震発生に関係

する活断層だったら人々はどう反応するだろうか.間

違いなく土地の価格は急落するであろうし別荘は売れ

なくなってしまう.すなわち地質図幅の中に断層が

一本記載されているだけで大騒ぎになりこの断層の評

価によっては個人資産に傷をつけることになるわけであ

る.この土地が農地や山林ならば心配ないが人が住

むには考えさせられてしまうからである.公的機関の

土地利用の場合も全く同じで危険が予測される場所に

施設や構築物を計画する時には周到な準備と何倍もの

経費が必要となるわけである.

しかし自然現象とはとらえ方次第で多面性を感じさ

せ皮肉な側面も思い知らされてくれる.断層が厄介

な代物である反面断層で代表される割れ目は自然の恵

みを私達に与えていることも事実である.地下水や温

泉の水脈を堀り当てるために真っ先に断層を探すのであ

る.水は断層に沿う地層｡岩石の弱い所を伝って流動

するからである.金属資源をもたらす鉱脈も断層など

の割れ目に沿ってできている.こうした自然の恵みを

探すのに断層を一本]本探すことも一つの方法である

がその地域や周辺を含めて主な断層のでき方方向

性などの解析によって探査の方針が立てられる.広い

面積をカバｰしている5万分の1地質図幅は断層系の

把握に役立ち探査や予測の指針を与えてくれるであろ

う.

次に観点を変えていわゆる過疎地帯と呼ばれる人の

住みつかない土地でそのうちもともと交通の便の良く

ない地域を除いてもっとたくさんの集落ができて人が

定住していても良さそうな所はないだろうか.そうい

う土地の地質はどうであろうか考えてみるのも大切であ

る.住みづかなかった先人達の生活の知恵がそこに隠

されているのかも知れない.例えば飲み水がない

あっても水質が良くないしばしば鉄砲水が出る洪水

がある崖崩れが頻発する地すべりが多い地震災害

が多い……等有史の記録にはないけれど天変地異の痕

跡が地質図幅から読み取れるかも知れない.過疎地帯

における新たな開発計画には土地が安く取得が容易であ

るという面にとらわれて慎重さを欠きある意味で先人

達の生活の知恵に気付かないまま工事等の進行が早めら

れてはいないか.

公的機関が計画する開発は環境保全や住民への格別

の配慮など十分の事前評価と前向きの対策が講ぜられる

ものであるが対象地域の規模が次第に大きくなりし

かも地下深所に向っているのも新しい傾向である.従

来から都市計画工場立地鉄道建設卜!ネル工事関

連では地質図は重要なデｰタを提供してきている.

最近では石油備蓄地下ダム産業廃棄物など地下構築

物としては最大級のものになっている.これらが机上

プランとして最初検討される時にはまず5万分の1地質

図幅くらいの詳細な地質図が参考にされよう.しかも�
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地下地質についてかなり確度の高いものが求められるよ

うになるであろう.このような構築物の対象地域は大

抵学問的にはあまり興味をひかれない最もCOmmOnな

地質の所に多いようだ.何の変哲もない似たような性

質の花商岩が延々と続く地域はその一例であろう.

石油備蓄は堅固な花南岩などからできている土地を選

んで計画されている.しかし全く逆の発想すなわ

ち孔隙の多い軟弱な岩石からできている地域を対象に考

えてみてはどうであろうか.石油は汲み上げられる前

地下では孔隙率の大きい砂岩等に含まれている.その

石油貯留岩に似た孔隙率の大きい岩石の中へ閉じ込めて

やるというようなことがもし可能ならば非常に広大な

地域が対象として浮かび上がってくる.例えば底盤(バ

ソリス)状といわれる花南岩体で著しい変質と風化に

まさ

より真砂化している箇所がその対象地域である.日本

最大級のバソリスとされる鳥取花南岩はその好例であ

る.古代から山砂鉄を取るため山や丘陵の真砂を切り

かんな

崩して鉄六流しが行われた.あまり大規模になったた

め地形がすっかり変貌した所もあり土地の改変によ

り影響を受けた農民の反援も当時かな{)強かったらしく

環境破壊のはしリとみられよう.鳥取花南岩の平面的

な広がりは良く分かっているが地下地質となるとこの

烏取花筒岩を研究してきた一人として分からないという

のが本音である.鳥取花闇岩には三次元的広がりと形

成までの時系列変化というテｰマとして学問的に大きな

魅力を感じているけれど実は巨大な真砂化しているバ

ソリスをせめる研究手法を考えあぐねている.地下句

mまで風化した真砂が続くのか変質･風化の原因は

バソリスの底はあるのかないのかあるとすれば何km

まで底には何か特殊な鉱物が集積している可能'性は

新たな資源に結びつくものは日本列島のなかでここに

著しい深層風化が起ったわけは……等々興味はつきな

い.恐らく地下100m位までは真砂化しているとみら

れるこうした花闇岩地帯に万里の長城のような巨大な

壁を地下まで廻らし上方にふたをすれば石油貯留岩と

同じ機能を果たすのでは……石油ばかりではない地下

貯水池や地下水の酒義浄化ということも真砂の持つ化学

的性質に期待できるのではなぜならば日本酒の名酒倉

は真砂地帯に多い……というのが今私が抱いている幻

想である.こういう突拍子もない空想をめぐらすなど

の楽しみ方もあるのでもっと頻繁に5万分の1地質図

幅を眺めて色々と活用していただくようあえて愚兄を

述べてみた.

一人一人のささやかな利用の仕方として推められるの

は登山のみでなく観光旅行の時でもオリエンテｰリン

グにも地形図と同じように現地に携帯していただくこと

である.訪れた山や土地の自然への理解が広がり一層

印象深い満ち足りた旅行となるであろう.山道を歩き

ながらふと足元の岩石を見て立ちどまったり谷川のせ

せらぎに耳を傾けながら水に濡れた岩肌の模様や絶壁を

なす地層の成層状態を観察し地質図と見比べてみるの

も一興かも知れない.

地質調査にもっと一般の理解を

あまねく均等に記載するという目的を持った5万分の

1地質図幅作成のための地質調査は露頭があればいや

おうなく接近して観察しなくてはならない.この一つ

の露頭を見逃したために間違った判断をし地質図に誤

りをもたらしてしまいはしないかと最後まで心に鉛の

ような重圧を感じることがある.こんな時私有地への

立ち入りお断りや調査･試料採取拒否に会うとその不

安はいやが上にも増幅されるのである.

道路工事の直後コンクリｰト吹きつけが行われてしま

うが関係者の理解があれば事前に連絡してもらうこと

もできるし新鮮な岩石が現われれば岩塊を取っておい

てもらうなどの協力も期待されよう.ところが実際の

体験ではとにかく一般に現場で会う人は地質にほとん

ど無関心である.理解を広げ協力を得るというのが

どれだけ大切なことかまた必要なことか誰もが分かっ

ているが地質図幅作成の目的など説明の難しいことも

体験している.

英国では以前から一般の理解を深めるため地質専門

家として守るべきエチケット･モラルあるいは心構え･

警鐘として露頭を観察する場合の行動や地質学的に重

要な露頭の保存試料採取禁止などについて地質憲章

とも言える規約(C･de)を作っている.これを地質専門

家のみならず教科書にのせて学生にも知らせている.

日本の国土の70%位の広さで300万人という極めて

人口稀薄のニュｰジｰランドは主要都市数ヵ所を除い

たらほぼ全域が日本の過疎地帯とみなせるであろう.

地質専門家の数も極めて少なくみだりに採取したがる

鉱物･化石･水石等の収集マニアや標本商も少ないので

あるがこの小国でも重要な地質学的記念物を心ない人

(地質専門家も当然含まれる)から保護し研究用としても

文化的遺産としても後世に残そうとしている.この運

動の先頭に立っているのがニュｰジｰランド地質学会

であり世論形成に努力してきている.すなわち昭

あまだれう

和31年(1956年)から｢雨垂石を穿つ｣の諺どおりの標語を

掲げて粘り強く世の中にアピｰルしてきているのである.

日本でも私有地から公的機関所有地における資源採�
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策3表

技術指導･相談業務の件数の推移(地質調査所年報から)

年度

件数
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堀･国土開発と遺蹟や自然環境の保護との問題にまつわ

る真剣な討議がしばしば行われている.この面での学

協会等の果たす役割りは上に紹介した外国の2例のと

おり極めて重要である.

一般の理解が広く深いものになるとあまねく記載す

るための地質調査も行いやすくなりCOmmOnな試料

もCuriOuSな試料も採取しやすくなる.場合によって

は個人の私有する珍しい貴重な標本も先祖伝来の宝

物も公的機関における展示標本や研究用試料として提供

の申出も期待されよう.良く知られた大英博物館

BritishMuseumでは世界各地からの破格の立派な

rarityとされる標本の多くはこのようにして自然に

集まったと言われている.しかし忘れてはならない

のはこの種の奇特な寄贈者に対してその行為を名誉

あるものとしてたたえその旨を世間に衆知させるため

クレジット･タイトルあるいはプレｰト(標本提供者･情報

協力者･原作者･製作者などσ)名前や謝辞を示す文字板や字幕)･

広報･所蔵目録に記録し公的共有物として位置づけを

明示し死蔵しないのである.

情報について価値観の変革を

地質調査所に限らず国立試験研究機関はいずれも相

談所を設けて外部からの問い合わせに応対している.

地質調査所では報告書に載っただけでも問い合わせは年

間1,OOO件(第3表)を超えている.相談所の窓口で処理

できないものについてはその都度関係の研究者にバト

ンタッチされ必要に応じて指導的な内容にまで立ち入

って質問に答えている.

回答の内容が既に公表されている範囲(第2表の1次情

報あるいは2次情報)内にとどまっているのならば問題は

ないのであるがまだ公表されていない内部資料(O次情

報つまり生の情報つまり公的印刷物や特許申請以前のものを

意味する)や技術指導的なものになると少々面倒なことに

なる.特定な方に対して利益誘導とみられる可能性が

出てくるからである.

よく引き合いに出されるのであるが欧米では医師や

弁護士たちに電話で尋ねると後日料金支払いの請求書

が送られてくると言う.このことは有益な指示や指

導のような無形の情報についてもその価値を認める慣習

が社会制度として確立していることを意味している.

こうした無形のものに対しても有償という価値感や契約

の概念はまだ日本の社会には育っていないのであろ

う.

将来地質調査所において先に述べた5万分の1地

質図幅に関するデｰタバンクや試料及び何種類かのデ

ｰタバンクがその機能を発揮するようになった時無形

情報の提供に当たって有償化の問題が必ず浮かび上がっ

てくるであろう基本的には個人や機関の保有する知

識･ノウハウ･事物……等に接し利用する場合にはそ

の個人や機関の貢献を互いに十分に尊重･評面し必要

に応じてその対価を支払うということにあろう.更に

このことは無形情報を創造したり指導する研究者の貢

献度を正当に位置づけ評価することになりまた相談業

務等の普及活動を雑用としてし､洲がちな研究者が意識

を新たにし前向きの姿勢をとるように変わると期待さ

れるのである.

一般地質学･野外地質学の専門家を育てる

ある一人の地質家像を思ポ浮かべてもらうため

Mr.ArthurJ,Wardenに登場してもらおう.著名な

地質学者のように知名度は高くはないが最も強烈な個

性を持つ一般地質の専門家として私が最も尊敬している

一人である.昭和52年(1977年)サウジアラビア王国ジ

ェッダ市にある国立キング･アブド･アル･アジズ大学

付置の応用地質学研究所(大学院大学)にユネスコ専門家

として勤務している時知り合った.アパｰトの隣人と

いうこともあって彼の私生活から学問にかける情熱

特に専門外の他の分野の地質学に関する旺盛な知識欲

好奇心に満ちたひたむきな姿勢は感服の極みであった.'

英国生まれでB.Sc.,Hons,Edinburghの名誉学士号を

持ち以後幾つかの優れた論文を出しており当時45才の

単身赴任であった.クリスマス休暇には遥かかなたパ

リにいる恋人に会うためおんぼろのフォｰクスワｰゲ

ンを駆って飛び出して行く若さに驚嘆したものである.

中東･ヨｰロッパの地図を広げてみると分かるけど何

日も砂漠の中を走り東洋･西洋の架け橋イスタンブｰ

ルを通る道程は気の遠くなるような長さだが彼は一寸

そこへ出かけるという気軽な旅の雰囲気であった.�
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波の専門の仕事は野外地質学であり地質図幅も作っ

ている.やたらに狭い専門分野や特に実験室での研

究に偏り閉じこもりがちな昨今の日本ではあまり聞か

れなくなったことである.彼の野外における露頭の観

察の仕方岩石･鉱物･化石の肉眼鑑定デｰタのとり

方･まとめ方はオｰソドックスそのものであった.第

四紀から先カンブリア時代まで時代にかかわりなく堆積

岩･火成岩･変成岩についてひと通り何んでもこなすし

オｰソナイスの鉱物組合せからアルカリ玄武岩の化学

組成｡微量元素の特徴や海洋における地殻熱流量までに

言及してくる.しかし最も得意なものは構造地質学

ということであった.まさに“5万分の1地質図幅の

あまねく均等に記載する"を地でゆくようなもので一

人で全部切り回すのである.

私事にわたって恐縮であるが昭和39年(1964年)ニュ

ｰジｰランドに留学していた頃彼は直ぐ近くのニュｰ

ヘブリデス地質調査所長をしていてオセアニア地方を飛

び回っていた.その当時はマントル対流説が盛んで

ニュｰグロｰバノレテクトニックスが芽生えプレｰト

テクトニックスに発展し始めている頃でありニュｰジ

ｰランド(NZ)ニュｰギニア(NG)ニャｰカレドニア

(NC)の3N地帯と並んでニャｰヘブリデス(NH)も世

界の地球科学者が注目しそこで生み出される研究成果

に熱いまなざしを向けていた地方である.その頃彼

も私も30才前後で互いに知らないままプレｰトテクト

ニックスに先駆けて同じような仮説を立てて別々に論

文を書いていた.その彼の所へPh.D.学生として後年

プレｰトテクトニックスで有名になったAndrewH.G

Mitchenが来ておりArthurは彼に野外地質を教え

ていた.Arthurによれば先駆けの仮説をAndreに

くどくど教えても全然理解も評価もしなかった.そ

の彼が1970年代になってから豹変し今ではプレｰ

トテクトニックスの元祖のような顔をして俺のお株を奪

ったとなげいていた.Arthurはどういうわけか

たまたま私がNZJGGに書いたニュｰジランドと日

本の変成帯の形成史の論文や日本の地向斜玄武岩につ

いての地質学･地球化学･地球物理学的研究を杉崎隆一･

水谷伸治郎･田中剛･足立守氏とともにまとめて

Nature,TectonophysicsやEPSLに投稿した論文を

読んで知っていてくれなんだHitoshiが書いていた

のかとびっくりし合っていたのである.彼が興味を持

った理由は私達の]連の研究が'当時圧倒的に支配的

だった圧縮場の解釈に逆らって伸長の場から考察して

いたため注目していてくれたのである.

つまりArthurは地質図幅を作るような野外地質家

であっても地質学全般について幅広い興味を示し権

威とかいわれる学界の主流的見解に格別にとらわれるこ

となく自由な発想を持っているのである.もっとも

このお蔭で彼の博士論文はいまだに完成していない.

こういうタイプの地質家はa11roundp1ayerすなわ

ち一般地質学の専門家と言えるのであろう.日本には

こういうタイプの地質家が現在非常に少ないのである.

今後国際交流の進むなかで野外地質を中心とした]般

地質学の面で遅れをとるのではないかと私は恐れてい

る.特に地質調査所には沢山の一般地質学｡野外地質

学の専門家が育ってほしいのである.

Arthurで代表されるような幅広い知識を持った地質

家がヨｰロッパ特に英国にはとても多く若い世代に

も育っているのである.遠くない将来我が国の地質

図幅作成に協力してもらうため英国の野外地質家を地質

調査所へ招くことを夢みている.この交流によって生

み出される功罪はしっかり予測できていないがプラス

の面を積極的に評価して実現に努力したいのである.

少なくとも一般地質学を目指す人がふえたり英語の論文

やAbstractが間違いなく国際水準まで引き上げられる

ことであろう.

おわりに

地質調査所は国土の地質及び地下資源について調査研

究を行いその結果を正確で高度の情報として整備し提

供することを望まれている.なかでも地質調査所は行

財政当局はもとより立法府や司法府からも地質及び地

下資源について国の統一見解を求められることがしばし

ばある.これまで本文のなかで5万分の1地質図幅

を中心テｰマにして多くの問題について述べてきたが

他の研究分野を含めて地質調査所における研究活動は

大学や他の類似の研究機関の場合とこの辺りが大変違

っている.

この問題については既に昭和48年3月22日第!10回

研究発表会として特別講演会『地球科学の将来ビジョン

と地質調査所への期待一各界からの提言一』が開催され

大きな反響をよんだ.その折りの講演と質疑内容につ

いては速記録(地質調査所所内資料No.249p,1973)が

また講演者による要旨(地質ニュｰス226号1973年6月号)

が印刷発行されている.地質調査所創立100周年に当

たり今一度地質調査所の存立理由を原点に戻ってクｰ

ルに検討してみることが肝要ではなかろうか.本文が

この問題を考えるのにささやかな波紋となれば幸いであ

る.�


